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	ポイント② 白井の活力を生む産業基盤の構築
	　　暮らしを守り続けるには、白井の中で新たな活力を生み、将来の財源を支える土台づくりも必要です。 ▶　「生産性向上道路整備事業」では、白井工業団地のアクセス道路に加え、二重川沿い道路の整備推進が示されました。 ▶　「農地集約化等の促進」として、農業法人等の誘致を推進する方針が示されました。 ▶　データセンターをはじめとする企業立地の推進は、白井の持続可能な発展を支える重要な柱です。

	ポイント③ 次代を担う世代への投資
	　　若い世代に選ばれるまちであり続けるためには、家計負担の軽減と、安心して学び育つ環境づくりの両方が必要です。 ▶　小中学生の学校給食費を無償化する内容が盛り込まれました。 ▶　市内全ての小中学校の体育館・柔剣道場に停電対応型エアコンを整備する計画が盛り込まれました。（令和9年2月整備完了見込み） ▶　認定こども園への移行推進、インクルーシブ保育（幼児教育）の推進などの予算が計上されました。
	産業基盤の構築で財源を生む基盤をつくり、市民生活の安心や次世代への投資に還元
	二重川地区の取組が形に ― 地域が動き、市が支え、予算が後押し ― 　今回の予算には、令和2年から約6年間、地域住民の皆様が主体となって進めてこられた「二重川地区の道路と農業分野の企業誘致」が明確に反映されました 。「農と共生しながら地域経済を育て、白井の将来を支える土台をつくる。」この方向性を、私はこれからも大切にしてまいります。
	結びに代えて 　予算は成立して終わりではありません 。実際に市民生活の向上や将来の財源確保に結びつくのか、議会の場で今後も丁寧に確認してまいります 。
	予算を『分・効・続』の3つの視点で分析し 論考をnoteに綴っています。　コチラ→
	広沢しゅうじHPはコチラ↓
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